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 要 旨   
 星状細胞でのアデノシンによるグルタミン酸シグナリングの調節は精神神経学的異常と

関連がある。本研究では、薬理作用のある物質や siRNA を用い、星状細胞でアデノシン

A1 受容体が EAAT2 発現を調節するかどうかについて調べた。この結果、アデノシン A1
受容体特異的アンタゴニスト DPCPX や SPB36 が用量依存的に EAAT2 発現を減少させる

ことがわかった。星状細胞での A1 受容体のノックダウンが EAAT2 の mRNA 発現を減少

させ、A1 受容体の大量発現が EAAT2 の発現と機能を上昇させた。A1 受容体活性化は阻害

性 G タンパク質と作用してアデニレートシクラーゼ活性を阻害するため、アデニレートシ

クラーゼ活性を活性化するホルスコリンの EAAT2 の mRNA レベルへの影響を調べ、ホル

スコリンは EAAT2 発現を用量、時間依存的に減少させることがわかった。さらにホルスコ

リンはエタノールによる EAAT2 発現上昇を抑制した。以上より、A1 受容体に関連するシ

グナリングが EAAT2 発現を星状細胞で制御することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 

 




